
家庭科が教えてきた「食卓での家族団らん」

一戦後教科書から-

1.はじめに

1 .家族コミュニケーションの場としての食卓

の可能性

文部科学省は2004年度から，児童生徒の問題

行動等の状況調査に，高等学校での不登校件数

を加えた。この背景には，若者のひきこもり，

またいわゆる NEET(N ot in Employment， 

Education or Training)の増加がある。中-高校

生が不登校状態になったきっかけは，統計上で

は「学校生活に起閃Jすることが多いとされる
が，子どもたちの人間関係調整能力の低下が，

要因のーっと考えられる。人間関係の調整のた

めには，相手を理解し，自分の意思を伝達する

力，すなわちコミュニケーション能力が必要と

なる口日常生活における家族とのコミュニケー

ションは，コミュニケーション能力育成の基礎

となるものである。ところが，国際比較調査

(総務庁1995) によると，日本の親子の接触時

間はアメリカや韓国に比べて短い。両親の仕事

からの帰宅時間が遅いことや，子どもの塾通い

などで，家族の時間にずれが生じていることが

原因の Iつであろう。同じ調査では，親子の共

同行動でもっとも多いのは「食事をする」こと

であった。実際に，夕食に揃うことが多い家族

は，食事以外の共同行動の頻度も高く，家族員

の緊密度が高いという調査結果もみられる(表

真美1997)。家族が集まってコミュニケーショ

ンをとる場としての食卓が注目される。

表 真美
(教育学科助教授)

2. I食卓での家族団らん」の誕生と揺らぎ
「家族は食の分配集団」と言われ(石毛直道

1982) ，ホームドラマや挿絵でよく目にする家

族団らんの食卓風景は，健全な家族の象徴と

なっている。テレビアニメ「サザエさん」ゃ

「ちびまるこちゃん」に登場するちゃぶ台を閏

む場面を見て，多くの人が郷愁を感じるのは，

日本には伝統的に食卓での家族団らんが存在し，

それが日本の家族の鮮を深めてきたと考えられ

ているからであろう。しかし，石毛直道らは，

家族揃つての食事は，銘々膳・箱膳にかわって

ちゃぶ台が庶民の家庭に普及する大正から昭和

初期以降に始まり，また，会話をともなう楽し

い食事が一般に実現するのは，ちゃぶ台がテー

ブルに移行する戦後以降であったことを指摘し

ている。近代日本の日常の食卓風景は，箱膳を

用いて家族が揃わずに時間のあるものからなさ

れたり，家族が揃っても食事中の会話が禁止さ

れていた。(石毛直道他1991)。それでは家族

t前つての団らんをともなう食事はどのように誕
生したのであろうか。食事の場での家族団らん

の実現には，さまざまな要因が影響を及ぼした

と考えられる(図 1参照)。物理的要因として

家族が食事に揃う時間的余裕，個人の膳から

ちゃぶ台・テーブルへの移行，家族が集まりや

すい食事室などの空間的要因，食事内容，また，

家族揃った食事を支える主婦の存在があげられ

る。さらに，戦後の家制度の廃止から，家に代

わって家族を結びつける道具として，新聞・雑

誌，テレビなどのメディアが食卓に着目したと

考えられる。 1970年代のいわゆる「飯食いドラ

マJ(落合恵美子1998) はその典型であろう。
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鍋-焼肉・干巻きl，ffiJなど

Ii業構道
経済階級

図1 食卓での家族団らんの実現に影響を及ぼした要因

国家の家族政策は，学校においての教育という

形で人々に普及されていった。家族の食事に関

する領域を含む家事科・家庭科教育は， I食事
は家族揃って楽しく食べるべき」という意識に

少なからず影響を及ぼしたのではないだろうか。

高等女学校の家事科教科書においては，明治

31年に発行された初めての検定教科書から「必

ず家族皆ー処に集まりで愉快に飲食談話するや

うにせば食物の消化も殊によく一家の和熟には

素より大に益あるべきなり」との文言が掲載さ

れている。明治期に検定された全高等女学校用

教科書から専門書と改訂版を除く 16種のうち，

ほぼすべての教科書に，何らかの形で食卓での

家族団らんに関する記述が見られる(表真美

1998)。さらに遡って検定以前の家事科教科書

を調べると，もっとも古くは，明治23年発行の

村木経策著『家政要旨』に家族の食事に関する

記述が見られ，家事科教科書における食卓での

家族団らんに関する教育の起点であることが明

らかである。この『家政要旨』は，キリスト教

的平等主義を基盤とした家庭論を展開した木村

熊二，巌本善治がかかわった「明治女学校」の

講義録である。従って，明治中期の家庭論が，

家事科教科書における食卓での家族団らんに関

する記述に影響を及ぼしていたことがわかる

(表真美2001)。

現在は，家族の時間のずれ，個室化や個人化

を促す様々な道具の出現，家族の食事を一人で

支えてきた妻・母親の雇用労働化，個人で食べ

ることを容易にする中食の増大により，物理的

な要因に揺らぎが生じている。それに加え，個

人主義の考え方が台頭し，子どもたちの聞にも

一人で、食べる孤食が広がっているのが現状であ

る。今後も「食卓での家族団らん」を維持して

いくためには，どのような対策が必要であろう

か。家庭科はどのような役割を担うのであろう

か。本稿では，家庭科教育が「食卓での家族団

らん」をどう教えてきたのかを，戦後の教科書

を対象とした調査により明らかにすることによ

り，今後の「食卓での家族団らん」に関する教

育について考えたい。

ll.方法

対象とした家庭科教科書は，戦後から現在ま

で継続して出版されている教科書である。高等

学校はJ社，中学校はK社，小学校は， 2種の
家庭科教科書が戦後から継続して現在まで出版

されているので， K社，およびT社より出版さ

れた教科書を用いた。「食卓での家族団らん」

を「家族が揃って食事をしながら団らんするこ

と」と定義し，家庭科教科書のなかの， I食卓
での家族団らんJに関する記述や挿絵などを抜
き出して，その時代の社会的背景とともにどの

ように変化してきたのかを考察する

1.対象高等学校教科書

対象とした高等学校家庭科教科書は1952年か

ら2003年までに出版された29種である。高等学

校家庭科は， 1949・1951年発行の学習指導要領

時は， I一般家庭」とその他の選択科目を含む

「家庭J，1956・1960・1970・1978年告示時は，
「家庭一般」であるが， 1989年に， I生活技術」
「生活一般Jが加わり， 1999年からは， I家庭基
礎JI家庭総合JI生活技術」からの選択となっ
ている。したがって，対象は「一般家庭JI家庭」
「家庭一般JI生活技術JI生活一般JI家庭基礎」
「家庭総合JI生活技術Jの教科書を含んでいる。
このほかに1994出版の『図説高校家庭一般Jが
あったが，副読本的な内容であったので対象か

らはずした口 1952~54年出版『一般家庭j ， 1956 

年出版『高校家庭Jは3冊組， 1957年出版『高
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校家庭一般t1994年出版『生活一般J，1998年
出版『生活一般新訂版J，1994年出版『生活技
術』は， 2冊組，このほかは，一冊完結であっ

た。

2幽対象中学校教科書

対象とした中学校家庭科教科書は， I技術・

家庭」が始まった当初の1966年出版のものから

2005年に検定された13種である。 1975年まで

「女子用J，1978年は「女子向きJ，1981年から
は「家庭分野」となっている。 1966年から1978

年までは学年に対応した 3冊組， 1981年から

1997年までは上下2冊組， 2002年の現行教科書

と2005年に検定された新教科書は 1冊完結であ

る。

3.対象小学校教科書

対象とした小学校教科書は， K杜・ T社各々

1961年から2005年に出版された15種である。

1958年， 1968年， 1977年， 1989年， 1998年に告

示された学習指導要領に対応している。 1958年

から2000年までは 5年生用・ 6年生用の 2冊組

み， 2002年・ 2005年出版のものは，学年の枠組

みをなくした1998年の指導要領に対応して一冊

である。

ill. 結果と考察

1 .高等学校家庭科教科書調査結果

高等学校家庭科教科書の調査結果を表1に示

した。同時に異なる著者が複数種の教科書を作

成しており，著者によって内容が類似している

ため，著者ごとにまとめている。 1960~70年代

には，ほとんど記述はみられない。 1973年の学

習指導要施行にともない，食事の機能として，

家族そろって囲む食事の精神的機能が明記され

た。 1991年まで， I母の手による」というジェ

ンダーバイアス的表現が含まれている。 1980年

代の前半までは，生活時間の項目において「夕

食後の団らんjが意識されているが， 1980年代

後半になると，共食状況のグラフが登場し，家

族揃った食事の場での団らんが強調され始める。

宮本他による現行教科書には， I孤食」ゃ「個

食」の説明も加わり，より具体的になっている。

2.中学校家庭科教科書調査結果

中学校家庭科教科書の調査結果を表2に示し

ている。 1966年と1969年の教科書は，各々 2箇

所に「食事は団らんの機会」といった記述が現

れるが，いずれも「食卓で家族団らんすべき」

ことを強く推奨するのではなく，その他の食生

活の配慮点について述べることが主眼である。

1970年代， 1980年代前半は，食事風景の挿絵が

見られるが， I食卓での家族団らん」に関する

記述はない。 1987年からは，家族揃って食べる

場合と子どもだけで食べる場合とを比較すると，

家族揃う方が食欲が増すことを示すグラフを用

いて，食事に家族が揃うことを推奨，また，食

事が日常の食事に家族が揃うことができない場

合，家族での会食を勧めるコラムが登場する。

また， 1993年には共食状況のグラフが加わる。

しかし， 1997年には，グラフやコラムは消え，

2002年の教科書では，本文中の記述は食事の機

能を説明する 1文に減少する。一転して2005年

に検定された新教科書には，グラフやコラムが

復活する。また， I孤食」や「個食」の説明も

新しく加わっている。さらに，異なる機関が

行った家族が夕食に揃う頻度を示す2種のグラ

フが，違うページに掲載されている。

3.小学校家庭科教科書調査結果

小学校家庭科教科書は，挿絵や写真が多く，

文章での説明が少ない。「生活時間JIすまいJ
「おやつ」の内容を取り扱うときに， I団らん」

という文言が多用されているが，食事の共有と

結び、ついた家族団らんについての文章による推

奨は多く見られない。生活時間を学習する場面

では，家族共通の時間をもつための行為として

「食事や団らん」が位置づけられている。しか

し， 80年代前半までは， I食事Jと「団らん」
は区別され， I団らん」は夕食後の時間を利用

することが示されている。 T社の教科書には，

1961年から2002年まで，家族の生活時間表の挿

絵が挿入されている。生活時間表のなかの夕食
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表1 高等学校家庭科教科書(J杜)における「食卓での家族団らん」

No. 出版年 教科書名 食卓での家族団らんに関する記述・挿絵

1 1952 ~ 4 一般家庭 . NO.2・3:いろりを囲む家族の挿絵
2 1956 高校家庭 記述なし

3 1957 高校家庭一般
4 1960 家庭一般

5 1971 家庭一般

6 1968 新編家庭一般 . NO.6・7:I食事室は，家族そろって食事をとりながら団らんが行われる点で一種
7 1973 同上 の居間として考えられるJ(食事室の説明)

. NO.7:食事室の説明頁にテーブルでの家族4人の食事風景の挿絵

8 1973 高校家庭一般 . No. 8~ 14: I母の手による食事を家族が揃って囲むときの幸福感など， 精神的な
9 1976 同改訂版 役割も見のがすことはできないJ(食事の役割・ 85年から口絵に家族の食事風景

10 1979 同 弓訂版 挿絵)

11 1982 高校家庭一般 . No. 9~ 10: I夕食や夕食後の団らんの時間を有意義に使い週に何回かはそろって
12 1985 同改訂版 お茶を飲むというようなことを家族で話し合い，皆の協力のもとに家庭生活を意

13 1988 同 三訂版 義づけるようにするJ(生活時間)
14 1991 同 四訂版 . No. 11 ~ 14 : I家族各人の生活を尊重するとともに，家族がいっしょにすごす時間

も重視し夕食とその後の団らんの時間を有意義に使うJ(生活時間)
. NO.13~14 : (夕食の共食状況グラフを示し)I労働時間帯の変化，塾通いなどに
よる時間のずれ，さらには家族員それぞれが自分個人の生活を求める傾向が強く
なったことなどにより，家族団らんの機会が少なくなっているJ(家族の意義)

15 1985 新家庭一般 . No. 15 ~ 16 : I (夕食は)朝食や昼食に比べると，調理のための時間や手間もか
16 1991 |司改訂版 けられるし，家族がそろって囲む夕食は，楽しいだんらんの場であるから， (後
17 1988 新版家庭 A般 略)J (1日の献立と調理)
18 1991 同 改訂版 . No. 15 ~ 18 : I家族や友だちとともに食事をしたり，お茶を飲んだ、りするときの

なごやかなふんいきは，私たちに安らぎを与え，心のつながりをいっそう緊需に

するJ(食卓作法)
. No. 17 ~ 18 : I家族のコミュニケーションの場としての食事の重要な機能が失わ
れることなく (後略)J (これからの食生活)

19 1993 家庭一般 . No. 19 ~ 20， No. 22~ 24 : I生活の多様化，多忙化とともに，家族がともに食事
20 1998 |司 新訂版 をとることがむずかしくなり， ー人での食事も多く，孤食ということばが生まれ

21 1993 生活技術(1・ 2) た。また，家族のなかでの好みが多様化したこと，調理ずみ食品の出現などによっ
22 1993 生活一般(1・2) て，家族がそれぞれちがうものを食べる個食化傾向も見られる。さらに夜食など
23 1998 同新訂版(1・2) の間食を多くとり朝食をとらない欠食が増加している o このように多様化するく l
24 1998 新版生活一般 らしのなかで，家族関係も変化せざるをえないが，ときにはくふうをして，家族

でゆっくりと食事をとりたいものであるJ(家族関係と食事)
. NO.21 :記述なし

25 1999 家庭・般21 NO.26.27 :山昨明晩は家族と一緒に食事をし川 NoJ(食生活ー
26 2003 家庭総合21 クリスト)
27 2003 家庭基礎21 . NO.26・27: Iまた，できるだけ家族や知人と食事をともにし，食卓の準備ゃあ

とかたづけも行い，楽しいコミュニケーションを心がける。J(食生活をみなおそう)
. NO.26・27 さまざまな食卓風長( 人暮らし 家族以外の人正共同で住む「グ l

ループホーム」・大家族・核家族の4つの食卓風景の挿絵:さまざまな生き方と
住み方)
. NO.25:記述なし

28 2003 家庭総合 . NO.28・29: I現代では，生活の多忙化・多様化により，家族が食事を一緒にと
29 2003 家庭基礎 ることが少なくなり，ぱらぱらな時間帯にひとりで食事をする孤食化がみられそるc

また，調理ずみ食品が簡単に手に入るようになり，外食産業も発達し，家族の
れぞれがぱらぱらなものを食べるという個食化の現象も見られる。その結果，欠
食となりがちで，栄養的なバランスが取れないという健康への影響だけでなく，
食事が楽しくないといったような心理的な影響が出てきている。食事には，栄養

山川ことだけ削船主出どね事問山コミユ|
ニケーションを深めあうという大切な役割がある。うるおいのある食生活をきず
くために，どのような課題があるのか，また，それを解決する方法にはどのよう
なものがあるか考えてみよう。J(食事におけるコミュニケーション)

山 29: I私たちは 一人ではなく 家族や仲間とともに食事問J(ー
の作法)

注)各教科書の編者は以下のとおりであるの NO.1~ 5 :日本女子大学家庭科研究会， No. 6 ~ 7 :奈良女子大学家政
学会， NO.8~14: 高校家庭科学習研究会， NO.15 ~ 18 :岩崎芳枝他， NO.19 ~ 24 :伊藤セツ他， No. 25 ~ 27 :春
日寛他， NO.28~ 29:宮本みち子他
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表2　 中学校 「技術 ・家庭」家庭分野(女 子向き)教 科書(K社)に おける 「食卓での家族団 らん」

指導要領

58年告示
66年施行

69年告示
72年施行

77年 告示

81年 施 行

89年告示
93年施行

98年告示
02年施行

Na.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

出版年

].966

1969

1972

1975

1978

1981

1984

1987

1990

1993

1997

2002

(現行)

2005

検定

食卓での家族団らんに関する記述 ・挿絵

① 「食事は家族団らんの機会でもあるから,家 族の好みに合った,み なが喜ぶ食事を作るように心がける」(2年
　 用:家 族と食物)
② 「食事は家族がだんらんするよい機会であるから,家 族の状態をよく知り,献 立に変化をつけたり,食 卓を飾っ
　たり配ぜんをくふうしたりして和やかなふんいきを作ることもたいせつである」(2年:家 族の食生活)

① 「家庭 での 食事 は家族 のだ ん らんの機会 で もあ るか ら,栄 養が じゅ うぶ ん に とれ るば か りで な く,家 族 の このみ

　 にあい,全 員 が喜 ぶ ような ものにす る こ とが たいせ つで あ る」(2年:家 族 と食物)

② 「食事 は,家 族が 団 らんす る よい機 会で あ るか ら,家 族 の このみや 健康 状態 な どを よ く知 り,献 立 に変 化 をつ け　
た り,配 ぜ ん を くふ う して食 卓 を飾 り,な ごやか なふ んい きで 食事 を楽 しむ ように した い もの であ る」(2年:

　 家 族の 食生活)

・記 述 な し

・記述なし　 1年用巻末に家族4人 の食卓風景挿絵

・記述なし　1年 用に 「わたくしたちの食事時間」と題して四角いちゃぶ台に家族4人 の食事風景挿絵

・記述なし　上巻に家族の食事風景挿絵が2枚(簡 単な日常食の調理・ダイニングキチンの計画)

・記 述 な し

① 「食事はみんなでとるようにしているか」図:祖 父母を含む6人 家族の食事風景
　「また,食 事は人と人とのつながりを深めるはたらきもするので,栄 養素のつりあいがとれた食事を,家 族や友
　 人などと楽しいふん囲気でとることが必要である」(上巻:食 事例と食事点検の例)
② 「朝食のとり方にによる食欲の違い」図:家 族そろってたべる場合とこどもだけでたべる場合の比較
　「また,家 族とだんらんしながら食事をする習慣が失われると食欲や栄養状態にも影響してくることがあるので
　 (図参照)家 族と協力して,楽 しく食事ができるようにくふうしよう」(上巻:わ たくしたちの食生活)
③ 「家族は,食 事をいっしょにつくったり,楽 しく食卓を囲んだりして,こ ころをかよい合わせ,愛 情や思いやり
　 を育て,助 け合って生活している」
　 (下巻:成 人の食生活:エ プロン姿の父親を含む家族4人 が食卓で食事準備する写真をともなう)
④ 「ふだんは忙 しくて,家 族がそろって食事をすることがむずかしい家庭でも,誕 生日などのふし目をとらえて,
　 会食の機会を作るようにしたい」
　 (下巻:成 人の栄養と献立:1頁 を用いたコラム)

上記1987年 出版に,① ③④は同じ　②に新しい文言が加わる
② 「朝食のとり方にによる食欲の違い」図:家 族そろってたべる場合とこどもだけでたべる場合の比較図
　「また,家 族とだんらんしながら食事をする習慣が失われると食欲や栄養状態にも影響してくることがあるので
　 (図参照)家 族と協力して楽しく食事ができるようにくふうしよう。食事はただ空腹を満たすだけのものではな　
い。人と人とのつながりを深める大切な意味を持っている。ほかの人たちにふゆかいな思いをさせたいで気持

　 ちよく食事ができるようにしよう」　(上巻:わ たくしたちの食生活)

① ・「食 事 をす るこ との状態 」 図:家 族全 員 そ ろって ・家 族 の誰か とい っ しょに ・家族 以外 の誰 か といっ し ょに ・

　 ひ と りでの割 合 を示 す

　 ・「私 たち は物質 的 なこ とだけ で な く,家 族 や友 人 との コ ミュ ニ ケー シ ョンが 大切 だ と感 じて い る。 み ん なの生　
活 時 間が異 なる と,コ ミュニ ケー ショ ンの機 会 が もち に くいが,家 族 の集 ま りやす い時 間 を利 用 して,お たが

　 いのぞ んでい る こ とを話 し合 い,理 解 を深 め なが ら心 の豊 か さをは ぐくも う」

　 ・「ホー ムパー テ ィー を開 こ う」 コラム(上 巻:よ りよい家 庭生活 を築 い てい こう)② 「食事 はみ んな
で とる よ うに して いるか 」図:祖 璽母 を含む6人 豕族 の食事風 景

　 「また,食 事 は生活の 中の楽 しみの ・つで もあ る。家族 や友 人 と同 じ食卓 を囲み,と もに満 足感 を味 わ うこ とで,　
食事 をす るこ とが,人 と人 とのつ なが りを深 める こ とに もなる」(上 巻:食 事 とわた した ち)

③ 「食事 の と り方 に よる食欲 のちが い」 図:朝 食 ・夕食 それぞ れ家族 そ ろって 食べ る場合 と子 どもだけ で食べ る場

　 合の比 較図

　 「わた した ちは家 族 との生 活時 間が ずれ て,時 には一 人で 食事 をす る こ ともあ る。 楽 しい ふん 囲気 の中 での 食事　
は,気 分 をな ご ませ,消 化 をよ く し,人 と人 との つなが りを深め る こ とに も役立 つ。1日3回 規則 正 しい食事 を,

　 家族 や まわ りの 人た ち と,楽 し くとるよ うここ ろがけ よ う。」

　 (上巻:食 生活 を大切 に しよう)

① 「食 事 はみん なで とる ように して いるか」 図:祖 父母 を含 む6人 家 族の 食事風 景(上 巻:わ た した ちの食生 活 を

　 ふ り返 ってみ よ う)

② 「楽 しいふん囲 気の 中での 食事 は,気 分 をな ごませ。消 化 を よく し,人 と人 とのつ なが りを深 める こ とに も役立

　 つ。1日3回,規 則正 しい食事 を家族 や まわ りの人 た ち と楽 し くとる よ う心が け よう」(上 巻:食 事 マ ナー につ
　 いて 考 えよ う)

① 「人と人とがつながる生活」口絵:7枚 の写真の一枚に 「ともに食事をする」:祖父母を含む6人 家族の食事風
　景
② 「家族や友人との楽しい食事は,人 と人とのつながりを深め,私 たちを豊かな気分にさせてくれます。」(食習慣
　 と食事の役割について考えよう)

① 「食事 の役 割」 図:6つ の食 事 の機能 の 一つ に 「人 と人 とのつ なが り」・祖 父 母を含 む6人 家 族が鍋 を囲 む食事

　 風 景　 (食生 活 を 自分の 手で)

② 「考 えて み よ う1食 事 の時 間 に どんな こ とを感 じて い るだ ろ うか 。」 コ ラム:2つ の 図 「家 族 と生 活 リズ ムが ち　
が うの で,一 人 で食べ る こ とが 多い。 何 かい い方法 は ないの?」 「食 事 の時 間に家 族 はそ ろっ てい るけれ ど,み

　 んな テ レビ を見な が らだ まっ て食べ て い る。 な んか変?食 事 のマ ナ ーっ てあ る と思 うん だ。」(食 事 の大切 さを

　 み な見直 そ う)

③ ・「食事 の しかた 食事 の仕 方 は,生 活の リズムや 人 と人 とのつ なが り深 くか かわ って お り,体 の健康 だ けで な
　 く心 の面 に も影響 します 。毎 日決 ま った時 間 に朝 食 を食べ るこ とで,規 則 正 しい生 活 を送 る こ とが で き ます 。

　 また,家 族 や友 人 とと もにす る食事 は,大 切 な コ ミュニ ケー シ ョンの場 とな ります。 しか し最 近 の食生 活で は,

　 一 人 だけ で食事 を とった り(孤 食),い っ し ょに食事 を して もそれ ぞれが 食べ た い ものを食 べ た り(個 食)す る,、

　 いわ ゆる 「こ しょ く」が増 え てい ます」

　 ・「1週 間の うち,家 族全 員が 揃 って 夕食 を食べ る 日の 割合」 図:中 学生 高校 生 を持つ 母 親 に対す るア ンケー ト　
結 果 グ ラフ と挿 絵 「小 学生 の ころ,夕 食 の 時間 に学校 で あ った こ とを家族 に聞 いて も らうの が楽 しみ だ った。」

　 挿絵 中の女子 生徒 のセ リフ　 (食 事の大 切 さを見 直そ う)

④ 「家族 全 員で食べ る朝 食」:コ ラム`ウ ォッチ ング'「 家族 そ ろって の夕食 の頻 度」 図　

「Aさ ん(14歳)は,両 親 と高 校生 の兄,小 学 生 の妹 との5人 家 族。 親 は仕事 で,子 ど もたち や塾や 部活 動,習　
い事 な どで,そ れ ぞれ 帰宅 時 間が ちが うため,平 日の 夕食 は家族 全 員が そ ろ うこ とが め っ たに ない。 一 人で遅

　 い夕 食 を食べ る と き,Aさ ん は 「家族 そ ろって 食事 を した いな」 と思 う ことが多 い。 あ る 日,妹 や 兄 も同 じよ　 う
に思 っ てい る こ とを知 った。 家族 で 相談 した 結 果,朝 食 な ら全 員 が揃 うこ とが で きるの では ない か とい うこ

　 とに な り,一 番早 く家 を出 る兄 の時 間に合 わせ て,朝6時 に家族 全 員が食 卓 に集合 する こ とを決め た。そ のた め,

　 み ん なが協力 して 食事 を ととのえ,顔 を合 わせ なが らの朝 食が で きる ようにな った。」
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家庭科が教えてきた「食卓での家族団らん」

と団らんの仕切りがなくなるのは，父親が食事

に揃わないことがはじめて去に示される1986年

である。同時に生活時間のチェックリストの挿

絵が現れ， 5項目の 1つに「食事を家族といっ

しょに食べているだろうか」という文言が加

わった。 1999年以降は兄も「習いごと」のため

に後から父とともに夕食をとるようになってい

る。 K社の教科書には， 1989年にはじめて「私

たちの毎日の食事には，栄養素をとるためのほ

かに，人々の心のつながりを深めるはたらきも

ある。家族や親しい友人といっしょに食事をす

ると楽しい気分になり，いっそうおいしく感じ

る。J(食事のしかた)といった家族の食事の共

有と団らんを結びつける記述が登場し，現行教

科書まで、続いている。教科書ごとの家族の食事

風景の挿絵と写点の合計数を，図2に示した。

2杜で数は異なるが，共通の動きを示している。

1960年代， 70年代は少なく， 2002年， 2005年出

版に家族の食事風以の挿絵が急増している。

9

8

7

6

5

4

3

2

1

 

ほ
押
絵
・
写
真
数

出版年

|文12 小学校家庭科教科書における家族の食事風景図の

変化

4.結果のまとめと考察

戦後から現在までの，高等学校・中学校・小

学校の家庭科教科書に描かれた「食卓での家族

団らん」を概観すると， 60年代から70年代前半

まではほとんど記述が見られない。厚生省(現

厚生労働省)国民栄養調査の1975年調査では，

夕食は「家族一緒に食べる」との回答が，男性

91.4%，女性88.8%であり，夫婦のみ世帯・親

子世帯・ 3世代世帯に関係なく 9割以上であっ

た(厚生省1977)。この時代は多くの家族がそ

ろって食事をしていたので，あえて家庭科で教

育する必要がなかったと考えられる。ところが，

1982年， NHK Iこどもたちの食卓~なぜひとり
で食べるの~J の放映をきっかけに，子どもの

孤食が社会問題となってからは(足立己幸他

1983)，家族が食事に揃う頻度を示すグラフが

掲載され， I孤食」の説明がされるようになる。

2000年前後に」時的に「食卓での家族団らん」

推奨が減少したのは，個人のライフスタイルの

自由度が増し，画一的な家族モデルの提示を避

けたためであろう。 1997年には，家族の多様化

を描いた一部の高等学校家庭科教科書が検定不

合格となった。また 井上忠司は， Iかつて団
らんがあったかのごとく思い込もうとする社会

心理，あるいは，これからも団らんし続けなけ

ればならぬと思いこむ強迫神経症的な社会心理」

を「団らん信仰」と呼び，現代家族の実態と意

識との希離を指摘した(井上忠百J1999)。この

ような生活規範の押し付けへの批判が現れたの

もこの頃である。さらに， 2005年出版の小学校

教科書， 2005年検定の中学校教科書に今までに

ない「食卓での家族団らん」の強調が見られる

のは，食育を「知育・体育・徳育の基礎をなす

ものとみなしJ(食育基本法)重視しようとす
る文部科学省の影響と考えられる口

N. I食卓での家族団らん」
に関する教育の今後

「食育Jがブームである。 2005年6月10日に

は， I食育基本法」が成立したu 中教審答申「食

に関する指導体制の整備についてJ(2004年 1

月20日)は，学校において食の指導の中核を担

う栄養教諭の創設とともに，家庭における「食

育」の重要性について示している口第 1章「基

本的な考え方」には， r家族一緒の食事は，家
庭教育の第ーであるとともに，大切な家族のコ

ミュニケーションの場」でもあり， I食生活は

子どもの身体的発達のみならず精神や社会性の

発達など，心の成長にも大きな影響を及ぼすも

のであり，家族が一緒に食事をとる機会を確保

すべき」とある。文部科学省が家庭教育支援の

ために作成し子どもをもっ全家庭に配布して
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いる子育て冊子『家庭教育手帳』は， 2004年の

改訂時に家族の食卓風景の挿絵を増やし， I家
族一緒の食事」の重要性をより強調する内容と

なっている。今回の調査により，戦後家庭科教

科書も同様の傾向を示すことが明らかになり，

文部科学省の検定の意向がうかがわれる。食卓

を家族のコミュニケーションの場に位置付ける

ことには，異論の余地はない。しかしことさ

らに「食卓での家族団らん」のみを繰り返すだ

けでは，問題の解決にはならないだろう。前述

のように， I食卓での家族団らんjが日本の家

族に定着した背景には，時間・空間・食事内

容・食の担い手といった物理的要因が大きくか

かわっている。まず，父親の長時間労働を解消

し，帰宅時間を早めることが必要である。(財)

家計経済研究所が2003年にスウェーデンの家族

に行った調査では， 7割以上の父親が6時には

帰宅し，約6割が週5回以上家族全員で夕食を

とっている(経済社会研究所・家計経済研究所

2005)。また，子どもたちが現状のように学習

塾に依存しなくてもすむような学校制度を実現

しなければならないc 経済協力開発機構 (OECD)

による国際学習到達度調査で2000年， 2003年と

もに好成績をおさめたフィンランドに，日本の

ような学習塾が存在しないことは，それが可能

であることを示している。そして，食の担い手

を確保することである。女性の雇用労働化が進

んでいる。少子高齢化にともなう就労人口の減

少により今後さらに女性の労働力を必要とする

社会が到来するだろう。にもかかわらず，総務

庁統計局の「平成13年社会生活基本調査」によ

ると，依然として夫の家事時間は妻と大きな差

をもって短く，妻が有業・無業で夫の家事時間

に差がないことがわかっている。毎日複数回あ

る食事に関係する家事労働を妻(母)だけでな

く，家族全員が担い，家族の食事を支えること

が肝要である。家族全員の家事分担をすすめ，

家族全員を食の担い手にすることが， I食卓で
の家族団らんJ再生のための家庭科の役割であ
ろう。今回の戦後教科書の調査では，高等学校

教科書に1991年まで「母の手による食事を家族

がそろって囲むときの幸福感」といった表現が
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認められた。また，小学校教科書 (T杜)にお

ける生活時間調査表の食事前後の家族の行動を

時系列で追うと， 1974年までは「わたし」は

朝・夕の食事準備，夕食のあとかたづけをして

いる。 1977年には母は会社で働くようになるが，

「わたし」のてっだいはあとかたづけだけになっ

ている。 1980年に兄が加わって 4人家族になる

が，父と兄は一貫してほとんど家事労働はしな

い。わずかに父は「ごみのしまっJ，兄は「犬
の世話」をするだけである。 1980・1983・

1986・1989・1992年には朝食後30分はあとかた

づけ，夕食前30分は夕食の用意をしていた「わ

たし」だが， 1996・2000年に主人公が「けんた

くん」になると朝食後のあとかたづけの時間は

「犬のせわJ，夕食前の時間は「おやつ，テレビ」

にあてられている。問題点をみつける内容であ

り，現状に即してはいるが，ジェンダ一意識を

改善するためには適切とは考えられない。今ま

での教育を反省して，今後に取り組みたい。
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